
（1） 2019 年（令和 元年）6 月 28 日   ＮＰＯ法人建築Ｇメンの会 会報「楔」第 194号 

欠陥住宅・欠陥建築で悩む人を救い、住宅検査の技術向上を目指すＮＰＯ建築Ｇメンの会  

        

           

 
 

２
０
１
９
年
度
定
例
総
会
、 

会
員
に
よ
る
意
見
交
換
会
、 

及
び
役
員
の
報
告･
･
･
･･
･
･
･･･

･･

１ 


 

構
造
コ
ラ
ム 

建
築
物
に
関
わ
る
重
さ
・
荷
重･

･

４ 


 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ･

･･･
･
･

６ 

 

去
る
５
月
２
５
日
（
土
）
午
後
、
品
川

区
立
総
合
区
民
会
館
に
て
２
０
１
９
年

度
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
川

理
事
長
に
よ
る
次
の
挨
拶
の
後
、
議
案
書

の
各
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た 

「
昨
年
度
も
ま
た
、
住
宅
生
産
の
場
で

は
、
免
震
・
制
震
ダ
ン
パ
ー
の
デ
ー
タ
偽

装
と
、
建
築
基
準
法
違
反
の
賃
貸
ア
パ
ー

ト
の
問
題
が
話
題
を
さ
ら
い
ま
し
た
。 

免
震
・
制
震
ダ
ン
パ
ー
の
デ
ー
タ
偽
装

の
事
実
の
発
覚
は
、
内
部
告
発
に
よ
る
も

の
の
よ
う
で
、
今
年
の
３
月
の
時
点
で
、

顧
客
契
約
不
適
合
の
も
の
は
約
１
１
０

０
棟
を
数
え
ま
す
。
多
く
は
震
度
６
強
か

ら
７
程
度
の
地
震
に
対
し
て
倒
壊
す
る

恐
れ
は
な
い
と
の
結
果
が
、
第
三
者
機
関

か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
よ

り
安
全
に
安
心
し
て
住
み
使
え
る
よ
う

に
と
の
目
的
が
達
成
で
き
な
い
実
態
が

あ
り
ま
す
。 

実
質
的
な
対
策
は
、
ダ
ン
パ
ー
の
生
産

能
力
に
か
か
っ
て
い
て
、
収
拾
が
つ
く
ま

で
に
は
相
当
の
時
間
が
か
か
る
よ
う
で

す
。 建

築
基
準
法
違
反
の
賃
貸
ア
パ
ー
ト

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
界
壁
の
遮
音
構
造
、

外
壁
の
防
火
性
能
、
中
間
階
床
の
耐
火
性

能
に
つ
い
て
、
建
築
基
準
法
に
違
反
し
て

い
る
も
の
が
大
量
に
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
民
法
の
不
法
行
為
責
任
を
問
え
な
い

２
０
年
以
上
前
に
生
産
さ
れ
た
も
の
に

も
及
ん
で
い
ま
す
。 

こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
国
交
省
は
、

工
事
監
理
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
る
や
に
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。 

建
築
基
準
法
違
反
を
含
む
欠
陥
建
築

が
こ
れ
ま
で
に
も
大
量
に
生
産
さ
れ
、
今

も
作
り
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

人
び
と
が
安
全
で
快
適
に
生
活
を
楽

し
め
る
、
住
宅
を
は
じ
め
と
し
た
建
物
建

設
に
向
け
て
消
費
者
サ
イ
ド
に
立
っ
た

厳
し
い
目
を
建
築
生
産
に
向
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

当
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
は
、
わ
が
国
か
ら

欠
陥
建
築
を
な
く
し
、
欠
陥
建
築
で
悩
む

人
を
救
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
掲
げ
、
講

演
会
や
相
談
会
を
開
催
し
て
、
い
か
に
し

て
欠
陥
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
家

を
確
保
す
べ
き
か
を
消
費
者
に
伝
え
、
又
、

消
費
者
の
求
め
に
応
じ
、
家
づ
く
り
の
相

談
に
乗
り
、
確
実
な
施
工
が
で
き
る
よ
う

検
査
（
第
三
者
検
査
）
を
し
、
す
で
に
完

成
し
た
建
物
の
問
題
点
（
欠
陥
）
を
調
べ
、

問
題
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
対

処
法
に
つ
い
て
提
言
を
す
る
と
い
っ
た

活
動
を
続
け
て
き
て
い
ま
す
。 

よ
り
よ
い
住
ま
い
を
求
め
る
消
費
者

の
強
い
味
方
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
信

念
と
し
て
、
更
な
る
研
鑽
を
重
ね
、
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
」 

 

 

  

最
初
に
２
０
１
８
年
度
の
一
般
活
動

報
告
、
事
業
報
告
、
決
算
報
告
及
び
監
査

報
告
に
つ
い
て
担
当
役
員
よ
り
報
告
が

あ
り
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 
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次
に
今
年
度
の
一
般
活
動
方
針
、
事
業

計
画
、
予
算
案
に
つ
い
て
担
当
役
員
よ
り

提
案
説
明
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
今
年
度
の
役
員
選
考
が
行
わ

れ
、
事
前
に
役
員
選
考
規
則
に
従
い
推
薦

さ
れ
た
十
二
名
の
理
事
、
一
名
の
監
事
が

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
意
見
交
換
会
の
報
告 

 

総
会
当
日
の
午
前
中
に
、
会
員
に
よ
る

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。
令
和
と
い

う
時
代
に
な
っ
た
今
、
「
平
成
を
振
り
返

る
」
と
言
う
テ
ー
マ
で
会
員
同
士
の
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。 

 

平
成
の
時
代
は
、
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
が

発
足
し
た
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
理
事
長

か
ら
配
布
さ
れ
た
資
料
に
は
、
平
成
元
年

か
ら
３
０
年
ま
で
の
間
を
「
世
の
中
の
出

来
事
」
「
地
震
・
自
然
災
害
」
「
建
築
・

建
設
業
界
の
主
な
出
来
事
」
「
建
築
Ｇ
メ

ン
の
会
活
動
」
に
分
類
さ
れ
た
出
来
事
が
、

時
系
列
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。 

「
世
の
中
の
出
来
事
」
で
は
、
元
年
の
消

費
税
開
始
・
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
か
ら
始

ま
り
、
中
央
省
庁
再
編
（
Ｈ
13
年
）
、
福

島
第
一
原
発
事
故
（
Ｈ
23
年
）、
日
産
・

神
戸
製
鋼
等
メ
ー
カ
ー
不
祥
事
多
発
（
Ｈ

29
年
）
な
ど
想
い
お
こ
さ
れ
た
。 

「
地
震
・
自
然
災
害
」
に
お
い
て
は
、

平
成
の
時
代
は
災
害
の
時
代
と
も
言
え

る
程
、
多
く
の
災
害
が
お
き
た
。
雲
仙
普

賢
岳
の
大
規
模
火
砕
流
（
Ｈ
３
年
）
、
釧

路
沖
地
震
・
北
海
道
南
西
沖
地
震
（
Ｈ
５

年
）、
そ
し
て
、
阪
神
淡
路
大
震
災
（
Ｈ
７

年
）
、
次
に
鳥
取
県
西
部
地
震
・
三
宅
島

噴
火
（
Ｈ
12
年
）、
宮
城
県
北
部
地
震
（
Ｈ

15
年
）
、
新
潟
県
中
越
地
震
（
Ｈ
16
年
）、

福
岡
県
西
方
沖
地
震
（
Ｈ
17
年
）、
新
潟

県
中
越
沖
地
震
（
Ｈ
19
年
）
、
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
（
Ｈ
20
年
）
、
平
成
後
期
に

な
り
、
東
日
本
大
震
災
（
Ｈ
23
年
）
が
発

生
し
、
伊
豆
大
島
で
の
土
石
流
災
害
（
Ｈ

25
年
）
、
御
岳
山
噴
火
・
広
島
の
大
規
模

土
砂
災
害
（
Ｈ
26
年
）、
熊
本
地
震
（
Ｈ
28

年
）
、
大
阪
北
部
地
震
・
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
及
び
東
日
本
豪
雨
（
Ｈ
30
年
）
な

ど
が
あ
っ
た
。
実
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.5

以
上
の
地
震
が
１
２
回
を
数
え
、
大
震
災

が
２
度
も
あ
っ
た
。 

ま
た
、
「
建
築
・
建
設
業
界
の
主
な
出

来
事
」
と
「
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
の
活
動
」

に
目
を
向
け
る
と
、
耐
震
改
修
促
進
法
の

成
立
（
Ｈ
７
年
）
な
ど
が
あ
り
、
平
成
12

年
に
建
築
確
認
・
検
査
の
民
間
開
放
と
住

宅
性
能
表
示
制
度
の
本
格
開
始
さ
ら
に

品
確
法
（
住
宅
の
品
質
確
保
等
促
進
法
）

の
施
行
が
あ
り
、
こ
の
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
が
発
足
し
た
。
そ
し
て
、

マ
ン
シ
ョ
ン
建
て
替
え
円
滑
化
法
が
成

立
・
改
正
建
築
基
準
法
（
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

対
策
）
（
Ｈ
14
年
）
成
立
し
、
そ
の
３
年

後
の
平
成
17
年
に
、
あ
の
構
造
計
算
書
偽

装
事
件
（
姉
歯
事
件
）
が
起
こ
っ
た
。
事

件
に
関
連
し
た
調
査
や
報
道
で
の
解
説

等
で
、
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
の
存
在
が
、
広

く
社
会
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

思
う
。
私
が
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
へ
参
加
す

る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
事
件
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
後
に
、
こ
の
事
件
に
関
連

し
た
改
正
建
築
基
準
法
の
施
行
や
住
宅

瑕
疵
担
保
履
行
法
が
成
立
（
Ｈ
19
年
）
さ

れ
、
翌
年
に
は
改
正
建
築
士
法
が
施
行
さ

れ
、
建
築
業
界
が
大
き
く
改
変
さ
れ
て
い

っ
た
。 

平
成
22
年
に
は
、
会
も
10
年
を
迎
え
、

10
周
年
事
業
と
し
て
、
「
実
例
欠
陥
建
築

集 

木
造
編
」
が
作
成
さ
れ
た
。
平
成
後

半
に
は
、
改
正
省
エ
ネ
基
準
が
施
行
（
Ｈ

25
年
）
、
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
の
成

立
・
特
定
天
井
の
義
務
化
（
Ｈ
26
年
）
な

ど
が
あ
り
、
終
盤
に
な
る
と
、
東
洋
ゴ
ム

免
振
偽
装
事
件
・
杭
工
事
偽
装
事
件
（
Ｈ

27
年
）
、
Ｋ
Ｙ
Ｂ
免
振
偽
装
事
件
・
レ
オ

パ
レ
ス
21
法
令
違
反
事
件
（
Ｈ
30
年
）

な
ど
と
い
っ
た
偽
装
事
件
が
次
々
と
表

面
化
さ
れ
て
い
っ
た
。 

他
に
も
、
新
国
立
競
技
場
問
題
、
ア
ス
ク

ル
倉
庫
火
災
、
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
民
泊

新
法
）
の
成
立
な
ど
一
部
だ
け
を
紹
介
し

た
だ
け
で
も
大
き
な
出
来
事
が
数
多
く

見
受
け
ら
れ
た
。 

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
ふ
ま
え
て
、

出
席
さ
れ
た
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
平
成
を

振
り
返
っ
て
思
う
と
こ
ろ
や
会
へ
の
参

加
動
機
な
ど
が
発
言
さ
れ
て
い
っ
た
。 

自
身
が
過
去
に
Ｇ
メ
ン
と
し
て
直
面

し
た
問
題
の
経
験
、
過
去
に
勤
務
し
て
い

た
建
設
会
社
の
建
築
技
術
や
建
築
に
関

す
る
規
定
、
基
準
な
ど
に
対
す
る
軽
視
や

上
司
の
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
な
ど
に
疑

問
を
感
じ
て
い
た
こ
と
や
、
現
場
の
職
人

さ
ん
た
ち
が
建
築
の
規
定
・
基
準
・
法
律

な
ど
の
対
す
る
知
識
・
意
識
の
無
さ
を
感

じ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
会
に
参

加
さ
れ
た
会
員
や
、
あ
る
会
員
は
マ
ス
コ

ミ
対
応
の
Ｇ
メ
ン
を
見
た
の
を
き
っ
か

け
に
入
会
し
、
Ｇ
メ
ン
と
し
て
の
調
査
な

ど
を
行
っ
た
中
で
の
欠
陥
事
例
を
自
身

の
仕
事
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
て
、
自

分
へ
の
経
験
や
職
人
さ
ん
に
事
例
を
認

識
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
と
、
今
の
仕
事
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に
生
か
し
て
い
る
。
今
話
題
の
Ｌ
社
の
調

査
を
さ
れ
て
い
る
会
員
も
お
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
発
足
時
か
ら
の
会
員
か
ら
は
、

最
近
は
昔
に
比
べ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
社
会

問
題
が
起
こ
っ
た
時
の
、
法
改
正
や
技
術

基
準
の
改
正
な
ど
が
迅
速
に
な
っ
て
い

る
と
言
う
意
見
も
あ
っ
た
。 

 

 

 

最
後
に
理
事
長
が
総
括
し
て
以
下
の

よ
う
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
「
今
日
出
席

さ
れ
た
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
話
を
聞
く

と
、
平
成
の
３
０
年
に
か
か
わ
ら
ず
、
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
へ
の
取
り
組
み

の
歴
史
で
あ
る
と
か
、
建
物
を
真
っ
当
に

完
成
さ
せ
る
た
め
に
Ｇ
メ
ン
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
れ
る
の
か
、
皆
さ
ん
の
や
り
方

で
動
い
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
、
能
力
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
違
い
が
あ

り
、
依
頼
者
に
も
色
々
な
方
が
お
り
、
合

わ
な
い
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

客
観
的
に
、
公
平
に
、
物
事
を
判
断
し
て

結
果
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
納
得

し
て
も
ら
え
る
も
の
と
、
経
験
を
通
し
て

感
じ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
平
成
の
３
０
年
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
と
て
も
残
念
な
多
く
の
自
然

災
害
が
あ
り
ま
し
た
し
、
多
く
の
人
が
亡

く
な
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
建
物
の
生
産
点
で
は
供
給
者
側
に

い
ろ
い
ろ
な
不
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
行
政
は
、
対

策
と
し
て
、
法
整
備
や
関
連
基
準
の
改
正

等
を
、
過
去
に
比
べ
る
と
迅
速
に
実
施
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
２
０
年
も
経
っ
た
違
反
建
物
に

対
し
て
、
国
交
省
が
指
導
に
当
た
っ
て
い

る
事
実
も
あ
り
、
建
築
基
準
法
違
反
に
関

し
て
は
、
改
め
て
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
「
民
法
的(

瑕
疵
担
保
責
任

等)

に
は
時
効
に
な
っ
て
も
、
建
築
基
準

法
違
反
自
体
は
時
効
に
は
な
ら
な
い
。
」

と
い
う
事
が
改
め
て
知
ら
し
め
ら
れ
た

よ
う
に
思
え
ま
す
。 

平
成
の
時
代
に
な
っ
て
大
き
な
地
震
が

頻
発
し
た
こ
と
、
そ
れ
と
、
姉
歯
事
件
が

あ
っ
た
こ
と
が
、
大
き
な
き
っ
か
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
安
全
な
建
物
を
確
保
し

て
い
か
な
い
こ
と
に
は
、
国
民
の
安
全
並

び
に
国
の
経
済
も
、
成
り
立
た
た
な
く
な

る
と
い
う
危
機
感
も
あ
っ
て
、
行
政
も
対

応
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。 

東
南
海
地
震
も
高
い
確
率
で
発
生
す

る
と
み
ら
れ
る
今
日
、
欠
陥
建
築
が
造
ら

れ
な
い
よ
う
、
会
の
活
動
を
通
じ
て
厳
し

い
目
を
光
ら
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
」
以
上
の

よ
う
な
、
理
事
長
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

意
見
交
換
会
が
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

   

□
２
０
１
９
年
度
役
員
の
ご
紹
介 

６
月
の
理
事
会
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
総
会
で
選
任
さ
れ
た
理
事
の
互
選
に

よ
り
、
本
年
度
の
当
会
役
員
等
が
以
下
の

と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

な
お
、
氏
名
下
欄
の
カ
ギ
括
弧
内
は
担

当
す
る
部
会
を
示
し
、
部
会
名
を
□
で
囲

ん
で
表
示
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
理
事

等
が
当
該
部
会
長
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。 

顧
問  

田
中
峯
子 

山
本
孝 

 理
事
長  

大
川
照
夫
「
20
周
年
記
念
事
業
部
会
、

財
務
部
会
、
技
術
研
究
会

（
法
務
・
法
規
）
」  

 副
理
事
長  

第
一
位 

川
口
晴
保
「
広
報
・
渉
外
部
会
（
会
報

担
当
、
ＨＰ
担
当
）
」 

第
二
位 

田
岡
照
良
「
広
報
・
渉
外
部
会
（
会
報

担
当
統
括
）
、
研
修
・
講

習
部
会
、
技
術
研
究
部
会

（
設
備
）
、
出
版
部
会
」 

 常
任
理
事  

桑
原
秀
朗
「
広
報
・
渉
外
部
会
（
会
報

担
当
、
HP
担
当
統
括
）
、

技
術
研
究
部
会(

法
務
、

法
規)

」 
 

古
屋
敷
直
樹
「
総
務
部
会
、
広
報
・
渉

外
部
会
（
会
報
担
当
）
」 

佐
藤
賢
典
「
広
報
・
渉
外
部
会
（
会
報

担
当
）
、
技
術
研
究
部
会

意見交換会の様子 
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（
構
造
・
工
法
）
」 

武
田
学 

「
広
報
・
渉
外
部
会
（
会
報

担
当
）
、
総
務
部
会
」 

原
田
久
義
「
研
修
・
講
習
部
会
、
技
術

研
究
部
会
（
構
造
・
工
法
）
」 

 理
事  

赤
坂
裕
志
「
研
修
・
講
習
部
会
、
総
務

部
会
、
技
術
研
究
部
会

（
法
務
・
法
規
）
」  

蒲
生
政
明
「
広
報
・
渉
外
部
会
（
会
報

担
当
）
」 

鈴
木
幸
司
「
広
報
・
渉
外
部
会
」 

  

高
塚
哲
治
「
広
報
・
渉
外
部
会
（
会
報

担
当
）
、
研
修
・
講
習
部

会
、
総
務
部
会
」  

 監
事  

藤
井
章
旨 

 事
務
局
長 

中
山
良
夫
「
出
版
部
会
、
広
報
・
渉
外
部

会
（
HP

担
当
）
、
財
務
部
会
」 

   
 
 
 

 

 

建
築
の
構
造
計
算
を
す
る
上
で
大
き

な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
の
は
「
重

さ
・
荷
重
」
で
す
。
こ
の
「
重
さ
・
荷
重
」

が
ど
の
よ
う
に
構
造
設
計
に
関
わ
っ
て

い
る
の
か
、
今
回
の
「
構
造
コ
ラ
ム
」
で

紹
介
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

「
重
さ
と
荷
重
」
は
普
段
、
言
葉
の
使

い
方
で
は
あ
ま
り
深
く
考
え
ず
、
同
じ
よ

う
な
意
味
で
使
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
改
め
て
意
味
を
考
え
て
み
る
と
、

重
さ
：
そ
の
物
体
に
働
く
重
力
の
大
き
さ
、

お
よ
び
慣
性
力
の
大
き
さ
（
重
量
を
表
す

意
味
で
用
い
る
）
。
荷
重
：
物
体
に
外
部

か
ら
加
え
る
力
と
な
り
ま
す
。
重
量
と
な

る
と
重
力
云
々
と
物
理
の
範
囲
に
な
り

私
の
知
識
を
超
え
て
し
ま
い
と
て
も
ご

説
明
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
こ
で
は
「
重

さ
」
の
範
囲
と
し
ま
す
。
建
築
の
構
造
設

計
で
は
重
量
は
物
体
そ
の
も
の
の
重
さ

で
あ
り
、
荷
重
は
、
建
物
か
ら
見
て
支
え

る
物
体
の
重
さ
に
な
り
ま
す
。
す
べ
て
の

物
体
に
は
、
重
さ
が
あ
り
ま
す
。
重
さ
を

比
較
す
る
の
に
比
重
が
あ
り
ま
す
。
遠
い

昔
の
子
供
の
こ
ろ
、
綿
１
ト
ン
と
鉄
１
ト

ン
と
ど
ち
ら
が
重
い
？
な
ん
て
他
愛
も

な
い
「
と
ん
ち
」
み
た
い
な
事
を
言
っ
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
当
然
１

ト
ン
は
同
じ
で
す
。
同
じ
１
ト
ン
で
も
大

き
さ
が
違
い
ま
す
。
比
重
：
単
位
体
積
当

た
り
の
重
さ
。
こ
こ
で
は
タ
テ×

ヨ
コ×

高
さ
＝
１
．
０
ｍ×

１
．
０
ｍ×

１
．
０

ｍ
の
体
積
で
比
べ
て
み
ま
す
。
空
気
に
も

重
さ
は
あ
り
ま
す
。
１
．
０
立
米
当
た
り

の
重
さ
は
、
空
気
１
．
２
㎏
（
０
．
０
１

２
ｋＮ
）
、
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
０
．
１
７
㎏
（
０
．

０
０
２
ｋＮ
）
、
鉄
７
８
５
０
㎏
（
７
６
．

９
ｋＮ
）
、
金
１
９
３
０
０
㎏
（
１
８
９
．

１
ｋＮ
）
、
鉛
１
１
４
０
０
㎏
（
１
１
１
．

７
ｋＮ
）
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
３
０
０
㎏
（
２

２
．
５
ｋＮ
）
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
中
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ

り
比
重
の
大
き
な
鉄
が
入
っ
て
い
る
の

で
２
４
０
０
㎏
（
２
３
．
５
ｋＮ
）
、
粘
土

は
粒
子
が
細
か
い
の
で
２
６
０
０
㎏
（
２

５
．
５
ｋＮ
）
、
砂
は
粘
土
よ
り
粒
子
が
粗

い
の
で
１
９
０
０
㎏
（
１
８
．
６
ｋＮ
）
、

一
般
に
土
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
そ

の
中
間
で
す
。
木
材
は
材
種
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
４
０
０
～
７
０
０
㎏
（
３
．
９

～
６
．
９
ｋＮ
）
、
最
後
に
一
番
体
感
で
き

る
水
が
１
０
０
０
㎏
（
９
．
８
ｋＮ
）
で
す
。

同
じ
大
き
さ
（
体
積
）
で
も
比
較
し
て
み

る
と
こ
れ
だ
け
異
な
り
ま
す
。
（
※
１
㎏

＝
9.8
Ｎ
）
こ
の
比
重
の
差
が
浮
力
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
水
に
浮
く
木
材
や
空

に
飛
ん
で
ゆ
く
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
風
船
で

す
。 建

築
基
準
法
２
０
条
に
は
、
「
建
築
物

は
自
重
、
積
載
荷
重
、
積
雪
荷
重
、
風
圧
、

土
圧
及
び
水
圧
並
び
に
地
震
そ
の
他
の

振
動
及
び
衝
撃
に
対
し
て
安
全
な
も
の

と
し
て
、
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
て
、
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
関
連
し
た
も
の
に
、
建
築
基
準
法
施

行
令
の
第
８
１
条
（
法
２
０
条
第
一
号
の

政
令
で
定
め
る
基
準
）
、
第
８
２
条
（
長

期
、
短
期
に
係
る
荷
重
の
組
み
合
わ
せ
）
、

第
８
３
条
（
荷
重
の
種
類
）
、
第
８
４
条

（
標
準
的
な
固
定
荷
重
）
、
第
８
５
条
（
標

準
的
な
積
載
荷
重
）
、
第
８
６
条
（
積
雪

荷
重
）
、
第
８
７
条
（
風
圧
力
）
、
第
８

８
条
（
地
震
力
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。 

構
造
設
計
に
お
い
て
、
建
物
に
加
わ
る

「
重
さ
・
荷
重
」
が
ど
の
よ
う
に
考
慮
さ

れ
て
い
る
か
考
え
て
み
る
と
、
建
物
に
か

◆
構
造
コ
ラ
ム
◆ 

「
建
築
物
に
関
わ
る
重
さ
・ 

荷
重
」 

文
責 

常
任
理
事 

原
田 

久
義 

（
構
造
設
計
一
級
建
築
士
、
建
築
Ｇ
メ
ン
） 
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か
る
荷
重
は
、
常
時
か
か
る
長
期
荷
重
と

期
間
が
過
ぎ
る
と
取
り
除
か
れ
る
荷
重

の
短
期
荷
重
が
あ
り
ま
す
。 

長
期
荷
重
は
一
般
的
に
は
工
事
中
に

積
み
重
ね
た
建
物
自
身
の
躯
体(

床
、
壁
、

柱
、
梁
等)

の
大
き
さ
（
体
積
）
に
比
重

を
か
け
て
、
一
つ
一
つ
を
加
算
し
た
建
物

の
自
重
で
あ
る
固
定
荷
重
と
、
建
物
が
完

成
し
た
後
に
か
か
る
人
や
家
具
等
の
重

量
を
合
わ
せ
た
積
載
荷
重
が
あ
り
ま
す
。 

積
載
荷
重
に
は
、
他
に
も
、
特
殊
な
事

例
と
し
て
、
機
器
の
振
動
や
車
両
の
よ
う

に
移
動
す
る
鉛
直
荷
重
に
も
長
期
荷
重

と
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

短
期
荷
重
に
は
以
前
に
紹
介
し
た
風

荷
重
や
地
震
荷
重
の
よ
う
に
、
収
ま
れ
ば

取
り
除
か
れ
る
荷
重
で
あ
り
、
そ
の
他
に

も
短
期
荷
重
と
し
て
の
、
機
器
の
振
動
及

び
移
動
荷
重
等
が
あ
り
ま
す
。 

積
雪
荷
重
は
、
雪
国
の
よ
う
に
冬
の
間
、

除
雪
を
し
な
け
れ
ば
積
も
っ
て
い
る
よ

う
な
地
域
で
は
長
期
荷
重
と
し
て
扱
い
、

雪
が
降
っ
て
も
２
～
７
日
程
度
で
融
け

て
な
く
な
る
地
域
で
は
短
期
荷
重
と
し

て
扱
い
ま
す
。 

土
圧
荷
重
、
水
圧
荷
重
も
条
件
に
よ
り

長
期
荷
重
と
し
て
も
或
い
は
短
期
荷
重

と
し
て
考
慮
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
積
載
荷
重
は
建
物
（
部
屋
）
の

種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
積
載
荷
重
＝

物
品
荷
重×

集
中
係
数
（
＊
ⅰ
）
＋
人
の

荷
重×

集
中
係
数
（
＊
ⅰ
）×

衝
撃
係
数

（
＊
ⅱ
）
と
な
り
、
建
築
基
準
法
施
行
令

第
８
５
条
の
表
（
表
１
）
に
構
造
計
算
の

対
象
別
に
部
屋
の
種
類
に
よ
る
積
載
荷

重
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
数
値
は

前
述
の
計
算
式
を
も
と
に
算
出
さ
れ
た

も
の
で
す
。
ま
た
、
倉
庫
、
工
場
、
図
書

館
な
ど
、
特
殊
な
用
途
に
供
す
る
建
物
は

個
々
に
算
定
し
構
造
設
計
に
反
映
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

地
震
荷
重
は
構
造
種
別
及
び
階
数
に

よ
り
大
き
さ
が
違
っ
て
き
ま
す
。
風
荷
重

は
地
域
に
よ
り
風
圧
の
大
き
さ
が
違
い

ま
す
。
積
雪
荷
重
も
地
域
に
よ
り
積
雪
量

が
異
な
り
雪
の
比
重
も
違
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
他
の
短
期
荷
重
も
建
物
の
要
求
さ

れ
る
機
能
及
び
用
途
に
よ
り
異
な
っ
て

き
ま
す
。 

建
築
の
構
造
設
計
は
こ
れ
ら
の
長
期

荷
重
・
短
期
荷
重
に
対
し
て
十
分
安
全
に

耐
え
る
建
物
を
構
築
す
べ
き
柱
、
梁
、
壁
、

床
及
び
基
礎
の
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

   

※
解
説 

集
中
係
数
（
＊
ⅰ
）
は
、
積
載
荷
重
で
大

別
さ
れ
る
物
品
荷
重
と
人
間
荷
重
の
、
用

途
別
及
び
対
象
別
に
よ
っ
て
集
中
性
を

考
慮
し
た
値
（
集
中
係
数
）
で
あ
り
、
こ

れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
重
量
に
乗
じ
て

採
用
積
載
荷
重
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、

人
間
の
集
ま
る
と
こ
ろ
で
も
、
体
育
館
・

教
室
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
さ
ら
に
こ

れ
に
衝
撃
係
数
（
＊
ⅱ
）
を
乗
じ
た
数
値

を
と
る
必
要
が
あ
る
。
（
通
常
の
場
合
、

衝
撃
係
数
＝
１
．
２
５
と
す
る
。） 

ま
た
、
床
の
面
積
の
大
小
で
も
集
中
係
数

は
違
っ
て
く
る
。
小
面
積
で
は
大
き
く
集

中
す
る
が
、
面
積
が
広
く
な
る
と
集
中
程

度
が
減
少
し
、
さ
ら
に
大
面
積
に
な
る
と

平
均
重
量
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

 

 

表-1 
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欠陥住宅・欠陥建築で悩む人を救い、住宅検査の技術向上を目指すＮＰＯ建築Ｇメンの会  

 
２
０
１
９
年
度
第
１
回
研
修
会
の
ご
案
内 

▽
日
時 
２
０
１
９
年
７
月
27
日
（
土
） 

 

 
 
 
 
 

13
時
30
分
～
16
時
45
分 

▽
場
所 

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館 

（
き
ゅ
り
あ
ん
）
５
階
第
１
講
習
室 

▽
交
通 

JR
／
東
急
線 
大
井
町
駅
前 

▽
講
演
内
容 

一
時
限 

「

ホ
ウ
酸
が
日
本
の
木
造
住
宅
を
変
え
る

―
建
築
業
界
に
潜
む
不
都
合
な
真
実
―
」 

講
師 

株
式
会
社
エ
コ
パ
ウ
ダ
ー 

 

二
時
限 

「
実
践
建
築
Ｇ
メ
ン
の
業
務
」 

講
師 

大
川
照
夫
（
当
会
理
事
長
） 

 
 ▽

参
加
費 

会
員
四
千
円 

（
非
会
員
五
千
円
） 

▽
主
催
・
問
合
せ 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

℡
（
０
３
・
６
８
０
５
・
３
７
４
１
） 

  
 
 
 

 

    

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

平
成
が
去
り
、
令
和
の
時
代
に
は
い
っ

た
。
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
も
発
足
し
て
２
０

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
も
建

築
業
界
に
身
を
置
い
て
４
０
年
以
上
に

も
な
り
、
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
に
入
会
し
て

１
０
年
に
な
り
ま
す
。 

私
自
身
が
建
築
に
携
わ
っ
て
き
た
歴

史
の
中
で
の
出
来
事
で
は
、
意
見
交
換
会

の
「
平
成
を
振
り
返
る
」
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
、
姉
歯
事
件
が
一
番
の

衝
撃
で
し
た
。
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に

社
会
の
建
築
に
携
わ
る
者
、
特
に
建
築
士

へ
の
社
会
的
信
用
が
大
き
く
失
わ
れ
た

事
件
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事

件
を
再
び
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
建
築
基

準
法
及
び
関
連
法
規
や
建
築
士
法
な
ど

が
大
き
く
改
正
さ
れ
、
建
築
士
の
３
年
ご

と
の
定
期
講
習
、
管
理
建
築
士
の
資
格
講

習
、
毎
年
の
業
務
報
告
な
ど
が
義
務
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
住
宅
の
瑕
疵
担

保
履
行
法
も
そ
の
一
つ
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
も
デ
ー
タ
偽
装
、
認
定
偽
装
、
界

壁
の
法
令
違
反
な
ど
と
、
建
築
に
関
わ
る

企
業
・
技
術
者
の
社
会
倫
理
の
欠
如
が
問

わ
れ
る
よ
う
な
事
件
が
発
生
し
つ
づ
け

て
い
ま
す
。
や
は
り
、
利
益
優
先
主
義
が

企
業
や
生
産
者
側
の
根
底
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

今
こ
そ
、
生
産
現
場
に
お
い
て
、
ま
っ

た
く
利
害
関
係
の
な
い
第
三
者
の
目
を

置
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
法
的

に
も
義
務
付
け
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
・
・
・
・
・
・
・ 
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会の活動にご協力ください！ 

 

●会員の種類      ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000円 

消費者正会員 ----- 12,000円 

一 般 会 員  -----  6,000円 

団体一般会員 ----- 48,000円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

無料電話相談窓口のご案内 

あなたの家は大丈夫ですか？ 

欠陥住宅など、住まいに関する相談・質問がある方は、当会ウェブサイトの 

「相談員名簿」（http://www.kenchiku-gmen.or.jp/sumai110.html） 

に掲載されているお近くの相談員まで、直接アクセスして下さい。 
 

誰に相談すれば良いかわからないなど、不明な点がありましたら、 

 事務局にお問合せいただければ、適当な相談員をご案内します。 

   TEL：0３-６８０５-３７４１ / FAX：0３-６８０５-３７１９ 

   E-mail：jimukyoku@kenchiku-gmen.or.jp 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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